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の
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し
さ
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10/ 2 総務文教常任委員会
10/ 7 北海道議長会道北支部
 事務局長会議（名寄市）
10/ 8 議会報特別委員会
10/20 森林・林業・林産業活性
 化推進名寄市議会議員
 連盟研修会
10/21 議会運営委員会
10/23 名寄大学再編構想調査
 特別委員会

議 会 日 誌議 会 日 誌議 会 日 誌

迎　

春

市
民
連
合
・
凛
風
会

　

熊　

谷　

吉　

正

　

植　

松　

正　

一

　

竹　

中　

憲　

之

　

佐　

藤　
　
　

靖

　

日
根
野　

正　

敏

　

奥　

村　

英　

俊

　

佐　

藤　
　
　

勝

　

高　

野　

美
枝
子

市
政
ク
ラ
ブ

　

東　
　
　

千　

春

　

駒　

津　

喜　

一

　

佐
々
木　
　
　

寿

　

川　

口　

京　

二

　

山　

田　

典　

幸

　

黒　

井　
　
　

徹

　

塩　

田　

昌　

彦

新
緑
風
会

　

山　

口　

祐　

司

　

大　

石　

健　

二

清
風
ク
ラ
ブ

　

上　

松　

直　

美

公　

明

　

高　

橋　

伸　

典

日
本
共
産
党

　

川　

村　

幸　

栄

11/26 士別市議会と合同研修
11/27 議会報特別委員会
11/28 第４回定例会開会
 議員協議会
12/ 4 名寄大学再編構想調査
 特別委員会
12/17 議会運営委員会
 各会派代表者会議
12/19 第４回定例会閉会
12/22 市民福祉常任委員会
 総務文教常任委員会

11/ 6 名寄大学再編構想調査
 特別委員会
11/ 7 総務文教常任委員会
11/13 福知山市議会視察来訪
11/17 経済建設常任委員会
11/18 名寄大学再編構想調査
 特別委員会
11/20 総務文教常任委員会
11/21 各会派代表者会議
 市民福祉常任委員会
11/25 議会運営委員会
 各会派代表者会議

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

名
寄
市
議
会
議
長　

黒　

井　
　

徹

　

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
な
一
年
に
な
り
ま
す
事
を
心
か
ら
お
祈
り
致

し
ま
す
。

　

今
年
は
４
年
に
一
回
の
統
一
選
挙
の
年
で
あ
り
ま
す
。
名
寄
市
議
会
は
今
回
の
改

選
か
ら
定
数
を
２
名
削
減
し
て　

名
に
な
り
ま
す
。
定
数
に
つ
い
て
は
市
民
の
意
見

18

に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
、
人
口
類
似
市
、
行
政
規
模
、
そ
れ
に
名
寄
市
は
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
、
市
立
大
学
を
有
し
、
行
財
政
の
課
題
が
多
い
事
な
ど
を 
参
酌 
し
て
の
判

さ
ん
し
ゃ
く

断
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
市
民
が
市
政
へ
の
関
心
が
希
薄
に

な
っ
た
り
、
議
会
の
監
視
機
能
が
低
下
す
る
事
の
無
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
市
民
の

負
託
に
応
え
る
議
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
２
年
前
に
安
倍
政
権
が
誕
生
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
デ
フ
レ
経
済
の
脱
却

を
目
指
し
ま
し
た
。
確
か
に
株
価
の
上
昇
、
円
高
か
ら
円
安
へ
と
経
済
状
況
は
変
わ

り
ま
し
た
が
、
効
果
は
一
部
の
都
市
に
留
ま
り
、
地
方
に
は
電
気
代
、
資
材
、
輸
入

飼
料
な
ど
の
高
騰
だ
け
が
重
く
の
し
か
か
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
国
の
新

し
い
政
策
「
地
域
創
生
」
に
期
待
を
し
た
い
も
の
で
す
。
加
藤
市
長
は
名
寄
市
に
あ

る
財
産
を
活
か
し
、
将
来
を
見
据
え
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
名
寄
市
は
今
年
、
市
民
ホ
ー
ル
「
Ｅ
Ｎ  
―   
Ｒ
Ａ
Ｙ

        

」
が
完
成
し
、
文
化
芸
術

エ

ン

レ

イ

の
拠
点
と
し
て
活
用
に
期
待
が 
膨 
ら
み
ま
す
。
さ
ら
に
は
南
小
学
校
の
改
築
、
市
立

ふ
く

大
学
の
図
書
館
新
築
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
夢
の
持
て
る
明
る

い
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
少
子
高
齢
化
は
大
き
な
社
会
問
題
で
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
深

刻
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
若
い
人
が
定
着
し
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
を
今
か
ら
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
高
齢
者
が
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
地
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
家
族
に
囲
ま
れ
て
一
生
を
終
え
れ
ば
こ
れ
に

勝
る
幸
せ
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
議
会
活
動
に
ご
理
解
を
頂
い
て
い
ま
す
事
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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☆
名
寄
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
の

制
定

　

第
３
回
定
例
会
で
総
務
文
教
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
案

件
で
、　

年
５
月
に
（
仮
称
）
市

27

民
ホ
ー
ル
が
開
館
す
る
こ
と
を
機

に
、
市
民
主
体
の
活
発
な
文
化
芸

術
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
制
定
す

る
も
の
で
す
。

☆
名
寄
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
質
の
確

保
を
目
的
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

☆
名
寄
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

産
科
医
療
保
障
制
度
に
お
け
る

掛
け
金
見
直
し
に
伴
い
、
出
産
一

時
金
の
額
を　

万
円
か
ら　

万
４

39

40

一
般
会
計
補
正
予
算

３
億
９
３
６
９
万
８
千
円
の
追
加
を
可
決
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☆
社
会
福
祉
一
般
行
政
経
費

　

急
激
な
電
気
料
値
上
げ
の
緩
和

策
と
し
て
、
福
祉
灯
油
支
援
対
象

者
に
対
し
助
成
を
行
う
た
め
に
１

０
０
万
円
、
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
更
新
（
６

器
）
に
１
６
６
万
５
千
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

☆
災
害
対
策
事
業
費

　

８
月
豪
雨
被
害
に
よ
る
飲
雑
用

水
施
設
工
事
等
に
４
５
３
万
５
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

☆
市
道
除
雪
・
排
雪
対
策
事
業
費

　

今
冬
の
市
道
の
除
排
雪
経
費
で
、

燃
料
費
や
労
務
単
価
の
上
昇
に
よ

り
当
初
予
算
額
で
は
不
足
が
生
じ

る
た
め
１
５
４
１
万
９
千
円
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

主
な
補
正
予
算

厳しい財政状況下での将来計画
　定例会初日終了後に開催された議員協議会で

は、次の 2計画についての説明が行われました。

　 新名寄市総合計画・後期実施計画の見直し

では、新規・見直し事業 10件で約 2億 9,472

万円が追加され、5カ年の総事業を 440 億

4,268 万円とする事業内容の説明を受けました。

　各議員からは健康保持、農業振興、高齢者福

祉事業、ピヤシリスキー場を含む関係施設の改

修計画等に対して質疑が出され、今後のまちづ

くりを展望しました。

　 名寄市中期財政計画は、前述の後期実施計

画の財源推計として作成されたものですが、消

費税増税が延期となり、今後の地方財政対策が

発表されていないため、地方財政への影響が不

透明の中での計画となっています。

　各議員からは、名寄市の大きな歳入である地

方交付税の見通しや今後の財源を基金に大きく

依存することで、将来の財政運営を懸念する質

疑がありました。

　これに対し、電気料や資材・労務費単価の高

騰による影響も大きく、総選挙後の国の動向を

見ながら平成 28年度以降の財政状況を視野に

入れ、基金の使用法を研究していくとの答弁が

ありました。

　今後、歳入の大きな増加を見込むことは難し

く、将来を見据えた効果的な財政運営が求めら

れることから、各事業実施に向けた予算提案が

された時点で、再度論議されることになります。

平成 26年 　第４回定例会 　11 月 28 日～ 12 月 19 日

主
な
条
例
の
制
定
等

千
円
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
は　

月　

日
に
開
会
し
、　

月　

日
ま
で

26

11

28

12

19

の　

日
間
を
会
期
と
し
、　

件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。会
議

22

43

初
日
に
加
藤
市
長
よ
り
行
政
報
告
を
受
け
、上
程
さ
れ
た
条
例
の
制
定

４
件
、改
正　

件
、指
定
管
理
者
の
指
定
案　

件
、補
正
予
算
案　

件
、そ

11

13

11

の
他
４
件
、意
見
書
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。ま
た
、　

日
か

17

ら
の
一
般
質
問
に
は　

人
が
登
壇
し
、市
政
運
営
を
た
だ
し
ま
し
た
。

11

議員協議会（11月 28日）

厳しい財政状況下での将来計画厳しい財政状況下での将来計画
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保
健
福
祉
学
部
の
再
編
で
地
域
貢
献

保
健
福
祉
学
部
の
再
編
で
地
域
貢
献

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
に
お

26

い
て
、
加
藤
市
長
の
行
政
報
告
で

示
さ
れ
た
名
寄
大
学
社
会
保
育
学

科
設
置
計
画
案
に
つ
い
て
調
査
研

究
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
名
寄
市

立
大
学
再
編
構
想
調
査
特
別
委
員

会
（
駒
津
喜
一
委
員
長
）
は
、
設

置
後
６
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

名
寄
市
の
将
来
を
見
据
え
た
大
学

づ
く
り
に
つ
い
て
論
議
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
の
短
期
大
学
部
（
児
童
学

科
）
を
、
学
生
の
要
望
が
強
い
４

年
制
大
学
に
す
る
た
め
廃
止
し
、

現
在
あ
る
保
健
福
祉
学
部
に
新
た

に
社
会
保
育
学
科
を
開
設
す
る
も

の
で
す
が
、
学
科
開
設
に
あ
た
っ

て
は
学
生
数
が
増
加
す
る
た
め
講

堂
や
研
究
室
等
の
増
設
や
現
在
進

め
て
い
る
大
学
図
書
館
の
整
備
に

よ
る
大
き
な
財
源
の
確
保
が
必
要

と
な
り
、
さ
ら
に
は
大
学
経
営
を

大
き
く
左
右
す
る
交
付
税
の
将
来

展
望
が
不
透
明
な
こ
と
も
あ
っ
て
、

各
委
員
か
ら
は
慎
重
な
質
疑
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
異
論
を
唱
え
る
声

は
な
か
っ
た
も
の
の 
過  
疎 
、
少
子

か 

そ

化
時
代
に
あ
っ
て
市
民
負
担
の
増

加
も
予
想
さ
れ
る
中
で
、
大
学
再

編
に
よ
る
中
期
財
政
計
画
へ
の
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、

「
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
一
層
の
努
力
を
す
る
こ
と

を
求
め
、
第
４
回
定
例
会
最
終
日

に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

同
学
科
は
平
成　

年
４
月
開
設

28

を
目
指
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、

４
学
科
の
収
容
定
員
の
合
計
は
７

９
６
人
に
な
り
ま
す
。

平
成　

年
４
月
、
社
会
保
育
学
科
開
設
へ

28

名寄市立大学再編構想調査特別委員会

保
健
福
祉
学
部
の
再
編
で
地
域
貢
献専門職養成機関を目指す名寄大学

大
学
が
目
指
す
将
来
構
想
に
つ
い
て

　

高
等
教
育
機
関
と
し
て
充
実
・
発
展
し
、
連
携
共
同
に
よ
る
質
の
高
い
保

健
・
医
療
・
福
祉
専
門
職
を
養
成
す
る
機
関
と
し
た
い
。

社
会
保
育
学
科
の
設
置
に
関
し
て

　
　

年
４
月
か
ら
予
定
さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
で
は
、
質
の
高

27
い
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
を
総
合
的
に
提
供
す
る
こ
と
が 
謳 
わ
れ
て
お
り
、

う
た

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
政
策
の
最
重
要
課
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
科
の
設

置
は
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
た
政
策
と
考
え
て
い
る
。

大
学
の
整
備
と
運
営
経
費
に
つ
い
て

　

大
学
図
書
館
と
講
堂
・
研
究
室
等
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
大
学
経
営

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
金
額
を
継
続
し
て
い

た
だ
く
よ
う
強
く
国
に
働
き
か
け
る
。

総
合
計
画
後
期
計
画
の
見
直
し
と
中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

　

市
で
は
今
後
、
義
務
教
育
施
設
の
改
築
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
優

先
順
位
や
選
択
と
集
中
で
、
国
の
施
策
を
視
野
に
詰
め
て
行
く
。

学
生
確
保
に
つ
い
て

主
な
質
疑
と
答
弁
内
容
（
委
員
長
報
告
よ
り
）

　

資
質
の
高
い
専
門
職
と
し
て
評
判
を
勝
ち

取
っ
て
い
く
こ
と
と
、
授
業
料
の
安
さ
や
鍛
え

ら
れ
て
専
門
職
と
し
て
仕
事
に
就
く
、
と
い
う

 
風
評 
を
広
め
る
こ
と
が
基
本
。
従
来
の
手
法
を

ふ
う
ひ
ょ
う

踏
ま
え
て
取
り
組
む
。

地
域
貢
献
と
地
元
へ
の
就
職
に
関
し
て

　

今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め
る
う
え
で
の

大
学
の
責
任
は
積
極
的
に
果
た
す
。
大
学
と
地

域
が
連
携
し
て
卒
業
生
を
定
着
す
る
環
境
づ
く

り
を
考
え
た
い
。

新
学
科
開
設
の
周
知
及
び
市
民
説
明

　

こ
の
特
別
委
員
会
の
議
論
等
を
踏
ま
え
財
政

状
況
も
含
め
て
、
年
度
内
に
市
民
説
明
を
行
う
。

市長・学長も出席して考え方が示された
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結　　果件　　　　名議案番号

原案可決名寄市文化芸術振興条例の制定について
第 3 回定例会
付託議案第 1号

閉会中審査名寄市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について議案第 1号

原案可決
次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法等の一部を
改正する法律の公布に伴う母子及び寡婦福祉法の一部改正による関係条例の整理に関する
条例の制定について

議案第 2号

閉会中審査
名寄市地域包括支援センターが包括的支援事業を実施するために必要なものに関する基準
を定める条例の制定について

議案第 3号

閉会中審査
名寄市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について

議案第 4号

原案可決名寄市こども発達支援センター条例の一部改正について議案第 5号

原案可決名寄市国民健康保険条例の一部改正について議案第 6号

原案可決名寄市新規就農者等に関する条例の一部改正について議案第 7号

閉会中審査名寄市民文化センター条例の一部改正について議案第 8号

閉会中審査名寄市多目的研修センター条例の一部改正について議案第 9号

原案可決名寄市公民館条例の一部改正について議案第10号

原案可決名寄市簡易水道事業条例の一部改正について議案第11号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市営球場） 議案第12号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市営サブ球場）議案第13号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市テニスコート）議案第14号

原案可決指定管理者の指定について（名寄公園テニスコート）議案第15号

原案可決指定管理者の指定について（智恵文水泳プール）議案第16号

原案可決指定管理者の指定について（南水泳プール） 議案第17号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市スポーツセンター） 議案第18号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市Ｂ＆Ｇ海洋センター）議案第19号

原案可決指定管理者の指定について（駅前交流プラザ「よろーな」）議案第20号

原案可決指定管理者の指定について（サンピラーパーク森の休暇村）議案第21号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市風連米乾燥調製施設）議案第22号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市ピヤシリシャンツェ）議案第23号

原案可決指定管理者の指定について（体育センターピヤシリ・フォレスト） 議案第24号

原案可決市道路線の廃止について議案第25号

原案可決市道路線の認定について議案第26号

原案可決平成 26年度名寄市一般会計補正予算（第６号）議案第27号

原案可決平成 26年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議案第28号

原案可決平成 26年度名寄市介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第29号

原案可決平成 26年度名寄市下水道事業特別会計補正予算（第２号）議案第30号

原案可決平成 26年度名寄市個別排水処理施設整備事業特別会計補正予算（第１号）議案第31号

原案可決平成 26年度名寄市公設地方卸売市場特別会計補正予算（第１号） 議案第32号

原案可決平成 26年度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議案第33号

原案可決平成 26年度名寄市水道事業会計補正予算（第２号）議案第34号

原案可決名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 議案第35号

原案可決名寄市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について議案第36号

原案可決
名寄市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正につ
いて

議案第37号

原案可決名寄市職員の給与に関する条例等の一部改正について議案第38号

原案可決平成 26年度名寄市一般会計補正予算（第７号）議案第39号

原案可決平成 26年度名寄市介護保険特別会計補正予算（第４号）議案第40号

原案可決平成 26年度名寄市下水道事業特別会計補正予算（第３号）議案第41号

原案可決工事請負契約の変更について〔（仮称）市民ホール整備事業〈建築主体工事〉〕 議案第42号

原案可決財産の取得について〔（仮称）市民ホール舞台専用物品一式〕議案第43号

平成 26 年 第 4 回定例会議決結果

※今定例会において賛否の分かれた議案はありませんでした。（全件、全会一致）
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子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
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新
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
の
重
点
農
業
施
策
は
。

 
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
更

な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
農
業
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
引
き
続
き
配

置
し
て
農
業
者
や
地
域
の
課
題
に

対
応
し
て
行
く
。
担
い
手
対
策
で

は
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
農
業

支
援
員
」
事
業
に
よ
り
、
新
年
度

に
お
い
て
も
２
名
を
公
募
す
る
。

ま
た
、
活
動
中
の
農
業
支
援
員
の

就
農
に
向
け
地
域
・
関
係
機
関
等

と
検
討
を
進
め
る
。
新
名
寄
市
農

業
農
村
振
興
計
画
の
次
期
対
策
に

向
け
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
意

見
集
約
や
調
査
を
行
っ
て
行
く
。

 
　

本
市
に
お
け
る
、
い
じ
め
を

含
む
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
と

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
関
わ
る
各
学

校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 
伺 
う
。

う
か
が

 
　

本
年
度
は
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
不
適
切
な
書
き
込
み
が
４
件

発
見
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
早
期

に
指
導
を
行
い
解
決
が
図
ら
れ
た
。

問答問答

山　

田　

典　

幸 
議
員

市
政
ク
ラ
ブ

各
学
校
に
お
い
て
は
、
小
学
校
で

は
学
級
活
動
の
時
間
に
お
い
て
子

ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の

危
険
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う

活
動
を
行
っ
た
り
、
中
学
校
で
は

著
作
権
の
問
題
や
、
発
信
者
と
し

て
の
責
任
を
知
り
、
情
報
モ
ラ
ル

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
各
学
校
に

お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
取
り

組
み
を
一
層
支
援
し
て
行
く
と
共

に
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
行
く
。

他
の
質
問
・
新
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て
・
道
徳
教
育
の
推
進
他

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

 
　

市
の
公
共
建
設
及
び
土
木

事
業
の
発
注
に
際
し
て
、
予
期
で

き
な
い
事
情
で
請
負
代
金
額
が
不

適
当
と
な
っ
た
時
、
請
負
契
約
約

款　

条
（
ス
ラ
イ
ド
条
項
）
に
基

25
づ
い
て
契
約
金
額
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
か
？

 
　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
工
賃

や
資
材
等
の
高
騰
が
進
ん
で
い
る
。

請
負
先
か
ら　

条
項
の
相
談
は
あ

25

る
が
、
正
式
な
協
議
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
あ
ら
た
め
て
請
負
先
か

ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
双
方
で
協
議

の
場
に
臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 
　

指
定
管
理
者
が
管
理
す
る

公
共
施
設
の
受
託
期
間
３
〜
５
年

は
、
従
事
す
る
従
業
員
の
雇
用
期

間
と
も
重
な
る
。
非
正
規
の
臨
時

雇
用
で
、
契
約
満
了
時
は
常
に

�
雇
い
止
め
�
の
不
安
が
あ
る
。

受
託
期
間
延
長
の
考
え
は
？

　

こ
の
秋
の
臨
時
国
会
で
「
空
家

対
策
推
進
特
別
措
置
法
」
が
成
立

問答問

大　

石　

健　

二 
議
員

新
緑
風
会

し
た
。
こ
の
同
措
置
法
を
受
け
て

条
例
整
備
な
ど
、
市
の
今
後
の
取

り
組
み
は
？

 
　

５
年
に
満
た
な
い
指
定
管

理
期
の
公
共
施
設
の
受
託
期
間
延

長
な
ど
、
議
会
に
ご
相
談
さ
せ
て

頂
く
。
空
き
家
対
策
は
、
国
か
ら

示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
上
乗
せ
か
横
出
し
条
例
で
検
討
。

空
家
対
策
計
画
作
成
の
人
的
配
置

は
、
交
付
税
の
充
当
が
見
込
め
る

か
検
討
を
し
た
い
。

他
の
質
問
・
平
成　

年
度
予
算
編

27

成
に
つ
い
て
・
大
雪
や
豪
雪
対
策

に
つ
い
て

答

一 般 質 問

※

子どもたちをネットトラブルから守ろう！

※上乗せ条例：国の法律による基準より厳しい基準を設定し、その基準を条例の条文の中に明記したもの
※横出し条例：国が定めた規制項目以外の規制項目を追加し、その基準を条例の条文の中に明記したもの

市内に放置されている倒壊寸前の空き家

※

公
共
工
事
の 
約  
款  
履  
行 
を

や
っ 

か
ん 

り 

こ
う

指
定
管
理
と
空
き
家
対
策

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て

農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
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ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
運
動
を
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自
転
車
の
対
人
事
故
で
、
加

害
者
に
対
し
数
千
万
円
の
高
額
賠

償
を
命
ず
る
判
決
が
出
て
い
る
。

自
転
車
傷
害
保
険
の
加
入
促
進
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
運
動
の
推
進

の
考
え
は
。

 
　

一
つ
間
違
う
と
重
大
な
事

故
を
引
き
起
こ
す
凶
器
に
も
な
り
、

事
故
に
備
え
た
保
険
加
入
の
必
要

性
を
認
識
す
る
。
自
転
車
事
故
対

応
保
険
に
は
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
」
付

帯
保
険
へ
の
加
入
促
進
に
努
め
、

必
要
性
を
周
知
す
る
。
ま
た
、
被

害
者
の
救
済
を
図
る
上
で
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
の
機
会
を
通
じ
て
高
額
な
賠
償

と
自
転
車
事
故
に
伴
う
責
任
の
重

さ
の
啓
発
に
努
め
る
。
小
学
校
で

は
登
下
校
以
外
で
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
は
義
務
付
け
し
て
い
な
い
た

め
、
各
学
校
で
は
校
外
生
活
の
決

ま
り
事
の
中
で
「
自
転
車
に
乗
る

時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま

し
ょ
う
」
と
保
護
者
へ
の
啓
発
を

行
う
。

問答

高　

橋　

伸　

典 
議
員

公　

明 
　

積
み
上
げ
除
雪
に
よ
る
交

差
点
の
見
通
し
の
確
保
と
、
排
雪

作
業
の
現
在
の
北
地
域
か
ら
の
作

業
を
南
地
域
か
ら
に
す
る
順
番
変

更
の
可
能
性
に
つ
い
て

 
　

交
差
点
排
雪
を
従
来
に
も

増
し
て
重
点
的
に
進
め
、
例
年
以

上
に
見
通
し
を
向
上
さ
せ
る
。
車

道
・
歩
道
の
除
雪
は
質
の
向
上
と

安
全
で
快
適
な
道
路
を
確
保
。
排

雪
作
業
の
逆
回
り
は
、
効
率
的
に

行
う
た
め
、
雪
堆
積
場
の
増
設
が

で
き
た
場
合
に
、
順
番
の
見
直
し

を
含
め
て
検
討
す
る
。

問答

市
民
の
声
聞
き
対
応
す
る

 
　

来
年
度
予
算
案
編
成
作
業

に
か
か
わ
る
市
長
訓
令
、
総
務
部

長
事
務
連
絡
で
さ
ま
ざ
ま
な
指
示

を
出
し
て
い
る
が
、
国
が
言
う

「
危
機
モ
ー
ド
か
ら
平
時
モ
ー

ド
」
の
理
解
、
衆
議
院
解
散
に
伴

い
未
だ
示
さ
れ
な
い
地
方
財
政
計

画
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
名
寄
版

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
確
立
し
た
の
か
。
ま

た
、
大
型
事
業
が
続
出
し
て
い
る

が
、
市
内
経
済
の
低
迷
、
消
費
増

税
、
電
気
料
値
上
げ
、
化
石
燃
料

の
高
値
、
年
金
減
額
を
考
え
る
と
、

敬
老
事
業
補
助
金
、
借
上
げ
バ
ス

の
有
料
化
等
の
施
策
見
直
し
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

 
　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

り
厳
し
い
経
済
状
況
が
予
想
さ
れ
、

　

年
度
以
降
交
付
税
の
別
枠
加
算

21が
続
い
た
が
、
こ
れ
を
平
時
モ
ー

ド
に
戻
す
こ
と
で
あ
り
、
当
然
な

が
ら
交
付
税
の
削
減
が
予
想
さ
れ

る
。
地
方
財
政
計
画
は
年
明
け
に

大
き
く
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

情
報
収
集
を
し
っ
か
り
し
、
差
異

問答

佐　

藤　
　
　

靖 
議
員

市
民
連
合
・
凛
風
会

の
な
い
対
応
に
努
め
る
。
施
策
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
聞
い
て
対
応
し
た
い
。

 
　

市
立
病
院
の
来
年
度
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
見
込
み
。
特
に
、
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
見
通
し
は
。

経
済
部
長
は
先
の
定
例
会
で
市
内

個
店
主
と
話
し
合
い
の
場
を
持
つ

と
述
べ
た
が
、
協
議
結
果
は
。

 
　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
来

年
度
の
早
い
時
期
に
開
設
し
た
い

が
、
課
題
は
看
護
師
確
保
だ
。
経

済
団
体
と
話
し
合
い
の
場
を
も
っ

て
き
た
が
、
個
店
主
に
は
至
っ
て

い
な
い
、
今
後
対
応
し
た
い
。

問答

一 般 質 問

駐車場も完成したが、医療スタッフ確保
は依然厳しい状況が続く

ヘルメットを着用させる！

※ＴＳマーク：Traffic Safety（交通安全）の意味で、点検・整備した安全な自転車に貼られ、傷害補償と損害賠償補償が
ついている

※ＰＤＣＡ：Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Act（改善）の 4段階を繰り返すことで業務を改善する

※

※

自
転
車
の
安
全
対
策
を

除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

施
策
の
見
直
し
を

課
題
は
人
材
確
保
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異
常
気
象
に
伴
う
大
雪
災

害
や
生
活
弱
者
に
対
す
る
き
め
の

細
か
い
対
応
な
ど
を
含
め
た
除
雪

体
制
に
つ
い
て

 
　

暴
風
雪
災
害
対
策
で
は
外

出
を
控
え
る
こ
と
を
周
知
し
、
停

電
の
際
に
は
避
難
所
設
置
も
考
え

る
。
高
齢
者
に
つ
い
て
は
福
祉
担

当
が
支
援
制
度
を
設
け
対
応
す
る
。

交
差
点
排
雪
は
従
来
に
も
増
し
て

重
点
的
に
進
め
危
険
を
減
ら
す
努

力
を
し
ま
す
。
２
月
４
日
に
は
豪

雪
災
害
な
ど
を
想
定
し
た
防
災
訓

練
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
名

寄
市
、
名
寄
消
防
署
、
旭
川
開
発

建
設
部
、
上
川
総
合
振
興
局
、
名

寄
警
察
署
、
陸
上
自
衛
隊
名
寄
駐

屯
地
、
名
寄
市
東
地
区
連
絡
協
議

会
、
民
間
業
者
の
協
力
で
訓
練
を

行
い
、
広
く
市
民
に
呼
び
か
け
展

示
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。

 
　

衆
議
院
解
散
に
伴
い
介
護

保
険
制
度
等
の
国
の
予
算
編
成
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て

問答問

高　

野　

美
枝
子 
議
員

市
民
連
合
・
凛
風
会 

　

国
の
予
算
案
の
閣
議
決
定

が
越
年
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
保
険
料
の
軽
減
幅
や
地
域

支
援
事
業
、
介
護
報
酬
の
改
定
案

に
つ
い
て
も
遅
れ
が
予
想
さ
れ
、

事
業
者
、
利
用
者
の
負
担
額
に
つ

い
て
も
周
知
が
遅
れ
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
。
国
に
対
し
て
も
全

国
・
北
海
道
の
市
長
会
を
通
じ
て

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
働
き
か
け
ま
す
。

他
の
質
問
・
名
寄
市
の
非
正
規
労

働
者
の
今
後
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て 答

公
共
工
事
と
災
害
時
の
組
織

 
　

大
型
公
共
事
業
の
対
応
と

公
共
事
業
の
発
注
や
工
期
設
定
に

つ
い
て

 
　

労
務
単
価
の
上
昇
や
建
設

資
材
・
鋼
材
が
高
騰
す
る
中
、
発

注
等
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
適

切
な
対
応
を
図
る
。
早
期
発
注
に

お
い
て
は
、
国
の
認
可
が
伴
う
こ

と
か
ら
若
干
の
遅
れ
が
生
じ
る
が
、

単
独
事
業
を
優
先
し
て
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
工
期
の
設
定
は
、

基
本
的
に
標
準
工
期
を
設
定
す
る

が
、
状
況
に
応
じ
余
裕
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
る
。

 
　

災
害
時
の
庁
内
防
災
組
織

や
排
水
対
策
の
検
証
と
農
業
被
害

対
策
に
つ
い
て

 
　

災
害
時
の
組
織
は
、
防
災
担

当
を
中
心
に
組
織
し
、
警
察
・
消

防
・
自
衛
隊
な
ど
、
各
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
組
織
し
て
い
る
。

ま
た
、
庁
内
部
局
組
織
体
制
も
整

備
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
は
連

携
し
対
応
し
て
い
る
。
今
回
、
避

問答問答

塩　

田　

昌　

彦 
議
員

市
政
ク
ラ
ブ

難
勧
告
・
指
示
を
受
け
た
町
内
会

の
意
見
も
伺
い
検
証
し
、
今
後
の

対
応
の
参
考
に
す
る
。

　

災
害
時
の
排
水
対
策
は
、
建
設

業
協
会
と
の
協
定
に
沿
っ
て
行
っ

て
い
る
が
、
今
回
の
災
害
を
踏
ま

え
、
建
設
業
協
会
と
検
証
し
、
今

後
の
対
応
に
備
え
た
い
。
ま
た
、

８
月
の
２
度
に
わ
た
る
災
害
で
農

作
物
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

現
在
、
被
害
者
救
済
対
策
と
し
て
、

 
償
還  
猶  
予 
や
資
金
の
貸
付
を
考
え

し
ょ
う
か
ん 
ゆ
う 

よ

て
い
る
。

一 般 質 問

大雪で埋もれた自家用車

進められる大型公共建設工事

豪
雪
災
害
に
備
え
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

災
害
時
の
組
織
と
対
応

公
共
工
事
の
円
滑
な
施
工
確
保
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年
４
月
、
生
活
困
窮
者
自

27

立
支
援
法
が
実
施
さ
れ
る
が
、
本

市
の
進
捗
状
況
、
課
題
と
対
応
、

４
月
ま
で
の
事
業
に
つ
い
て

 
　

事
業
実
施
に
向
け
て
担
当

部
局
を
社
会
福
祉
課
と
し
、
関
係

機
関
へ
の
情
報
収
集
や
近
隣
市
町

村
の
動
向
、
モ
デ
ル
事
業
自
治
体

へ
の
先
進
視
察
を
行
い
な
が
ら
本

市
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
と
な
る

よ
う
進
め
て
い
る
。
生
活
困
窮
者

か
ら
の
相
談
に
、
幅
広
い
知
識
や

経
験
等
を
有
す
る
相
談
員
の
養
成

と
確
保
が
課
題
。
ま
た
、
市
民
へ

の
周
知
、
地
域
で
の
見
守
り
に
よ

る
対
象
者
の
積
極
的
な
調
査
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
自
立

相
談
機
関
の
決
定
、
福
祉
関
係
部

局
・
庁
内
各
部
局
と
の
連
携
体
制

の
構
築
、
外
部
関
係
機
関
と
の
連

携
・
協
力
を
準
備
し
、
広
報
を
活

用
し
た
市
民
周
知
を
図
る
。

 
　

「
潜
在
有
資
格
者
」
の
復
職

支
援
の
本
市
の
現
状
に
つ
い
て

問答問

佐
々
木　
　
　

寿 
議
員

市
政
ク
ラ
ブ 

　

介
護
、
保
育
、
看
護
分
野
の

人
材
不
足
が
顕
著
で
、
求
人
倍
率

も
１
・
４
５
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
潜
在
有
資

格
者
の
復
職
支
援
の
事
業
を
北
海

道
が
中
心
に
進
め
て
い
る
。
名
寄

市
立
病
院
で
は
復
職
支
援
を
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
分
野
で

賃
金
や
就
業
形
態
等
に
課
題
が
あ

り
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
。
今

後
、
人
材
確
保
の
取
り
組
み
の
た

め
、
各
事
業
所
の
取
り
組
み
情
報

の
収
集
、
意
見
交
換
を
進
め
る
。

他
の
質
問
・
全
国
体
力
テ
ス
ト
・

中
学
校
武
道
導
入
に
つ
い
て

答

公
害
の
な
い
街
づ
く
り

 
　

天
塩
川
・
名
寄
川
の
水
質
の

現
状
と
名
寄
地
区
水
道
水
の
水
源

に
お
け
る
水
質
の
状
況
及
び
大
気

中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
状
況
と

油
脂
系
の 
漏  
洩 
の
状
況
に
つ
い
て

ろ
う 

え
い

 
　

河
川
の
水
質
調
査
は
年
２

回
、
天
塩
町
に
至
る　

地
点　

項

10

17

目
で
調
査
、
全
て
環
境
基
準
を
満

た
し
て
い
る
。
曙
橋
で
５
月
か
ら

　

月
ま
で
の
期
間
調
査
、
大
腸
菌

11や 
嫌  
気  
性  
芽  
胞  
菌 
が
検
出
さ
れ
て

け
ん 

き 

せ
い 

が 

ほ
う 

き
ん

い
る
。
下
流
の
水
道
水
源
で
あ
る

こ
と
か
ら
状
況
を
注
視
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
名
寄
川
は

大
腸
菌
群
が
７
〜
９
月
で
環
境
基

準
を
超
過
、
原
因
と
し
て
は
自
然

界
由
来
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
大
腸
菌
や
嫌
気
性
芽
胞
菌

も
ほ
ぼ
毎
月
検
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
畜
産
排
水
な
ど
の
影
響
も
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
水
道
水

に
つ
い
て
も
検
査
を
行
っ
て
お
り

基
準
内
で
の
供
給
を
し
て
い
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
は
、

ゴ
ミ
焼
き
の
悪
臭
で
毎
年
数
件
苦

問答

竹　

中　

憲　

之 
議
員

 
市
民
連
合
・
凛
風
会

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
、

悪
質
な
野
焼
き
で
検
挙
に
至
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
風
俗
習
慣
上
、

宗
教
上
の
行
事
や
稲
わ
ら
等
の
焼

却
な
ど
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
。
油
漏
洩
事
故
に
つ
い
て
は

６
件
発
生
。
例
年
、
冬
期
に
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
の
破
損
・
老
朽
化
に
よ

る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

広
報
で
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

他
の
質
問
・
教
職
員
の
病
休
の
現

状
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

一 般 質 問

安全な水を供給する浄水場

支援の輪

生
活 
困
窮 
者
へ
の
早
期
支
援

こ
ん
き
ゅ
う

眠
っ
た
資
格
者
再
度
現
場
へ

公
害
の
現
状
と
課
題

※

※嫌気性芽胞菌：酸素がない環境でも増殖し、芽胞を形成することができる菌。水道原水に係る汚染の判断材料となる
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特
に
要
望
が
多
い
温
浴
施

設
の
早
期
着
手
、
合
宿
の
連
泊
助

成
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
大
会
誘

致
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
振
興
、
日

進
ピ
ヤ
シ
リ
線
の
定
期
券
の
高
齢

者
割
引
を
。

 
　

温
浴
施
設
の
新
築
、
改
修
は

優
先
的
に
着
手
す
る
た
め
、
調
査

費
を
来
年
度
の
予
算
で
要
望
す
る
。

合
宿
誘
致
に
つ
い
て
は
、
専
門
家

と
の
意
見
交
換
や
監
督
、
コ
ー
チ

か
ら
要
望
を
調
査
す
る
。
宿
泊
助

成
な
ど
も
調
査
す
る
。
ス
キ
ー
場

の
活
性
化
に
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

大
会
は
期
待
さ
れ
る
が
、
役
員
の

減
少
な
ど
厳
し
く
体
協
や
ス
キ
ー

連
盟
と
相
談
す
る
。
地
元
ボ
ー

ダ
ー
と
連
携
し
、
教
室
・
大
会
・

ツ
ア
ー
を
検
討
す
る
。
キ
ッ
カ
ー

の
土
盛
り
を
来
年
度
予
算
で
要
望

す
る
。
バ
ス
料
金
の
さ
ら
な
る
割

引
は
他
の
路
線
と
の
整
合
か
ら
難

し
い
。

 
　

職
員
派
遣
の
今
後
の
あ
り

問答問

東　
　
　

千　

春 
議
員

市
政
ク
ラ
ブ

方
に
つ
い
て
。
職
員
の
適
正
化
が

進
む
が
業
務
は
増
え
て
い
る
中
で

さ
ら
な
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

考
え
は
。
国
内
外
の
交
流
事
業
の

将
来
像
は
。

 
　

派
遣
は
具
体
的
な
成
果
も

出
て
お
り
本
市
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
。
行
財
政
改
革
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
必
要
に
応

じ
て
進
め
る
。
国
際
交
流
は
歴
史

が
長
く
青
少
年
の
育
成
や
友
好
親

善
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問
・
地
方
創
生
へ
の
対
応

に
つ
い
て

答

基
幹
産
業
の
農
業
を
守
れ

 
　

米
価
の
暴
落
と
農
業
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
農
業

を
大
切
に
す
る
農
政
の
実
現
は
消

費
者
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。

先
月
、
農
業
委
員
会
か
ら 
建  
議 
が

け
ん 

ぎ

出
さ
れ
た
。
建
議
に
関
わ
り
農
業

委
員
会
会
長
に
う
か
が
う
。

 
　

建
議
は
法
律
に
基
づ
き
毎

年
実
施
し
て
い
る
。
農
業
経
営
所

得
安
定
対
策
で
は
、
政
府
は
昭
和

　

年
以
降
、
コ
メ
の
生
産
調
整
を

45実
施
し
て
き
た
が
、
コ
メ
の
直
接

支
払
交
付
金
は
今
年
か
ら
半
減
し
、

平
成　

年
に
廃
止
。
ま
た
、
米
価

30

変
動
交
付
金
は
今
年
度
に
廃
止
と

し
た
。
米
価
暴
落
と
な
っ
た
場
合
、

安
定
供
給
が
で
き
な
く
な
る
ば
か

り
か
水
田
農
家
の
所
得
減
少
を
招

き
、
農
業
が
主
産
業
の
地
域
で
は

大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
農
業
委

員
が
地
域
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

と
い
う
自
信
と
誇
り
が
あ
る
。
地

域
の
信
任
を
得
た
農
業
委
員
だ
か

ら
こ
そ
公
平
、
公
正
で
円
滑
な
農

地
の
移
転
が
可
能
。
日
本
の
フ
ー

問答

川　

村　

幸　

栄 
議
員

日
本
共
産
党

ド
マ
イ
レ
ー
ジ
は
９
０
０
２
億
ト

ン
×

と
輸
入
依
存
は
大
で
あ
る
。

食
料
自
給
率
の
向
上
は 
喫  
緊 
の
課

き
っ 

き
ん

題
で
あ
る
。
家
族
農
業
こ
そ
持
続

可
能
な
食
料
生
産
や
食
料
安
全
保

障
、
貧
困
の
根
絶
に
貢
献
で
き
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
自
由
化
で
巨
大
集

約
化
農
業
に
向
か
う
な
ら
ば
強
い

危
惧
を
感
じ
る
。

 
　

低
所
得
・
無
収
入
の
人
も
加

入
す
る
国
保
の
負
担
軽
減
を
一
般

会
計
法
定
外
の
繰
り
入
れ
で
。

 
　

全
道
で
も
中
程
度
の
負
担
。

必
要
な
施
策
が
あ
れ
ば
検
証
す
る
。

問答

一 般 質 問

払いやすい国保税に

※アウトソーシング：業務を外部の専門業者などに委託すること　　　　　　　　　
※フードマイレージ：生産地から食卓まで食料を運ぶ距離に食料の重量を掛けた数値

※

早期改修が待たれる温浴施設
（なよろ温泉サンピラー）

※

構
想
の
早
期
着
手
を

行
政
運
営
に
つ
い
て

農
業
を
大
切
に
す
る
農
政
を

国
保
税
負
担
の
軽
減
を
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少
子
高
齢
化
と
政
策
判
断

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●

 
　

平
成　

〜　

年
の
収
支
不

27

28

足　

億
円
を
基
金
で
補
い
、
起
債

20
の
交
付
税
措
置
は
低
く
み
て
市
民

に
は
厳
し
さ
の
み
強
調
し
す
ぎ
る
。

今
冬
の
除
雪
排
雪
の
抜
本
対
策
を
。

少
子
高
齢
化
を
踏
ま
え
た
市
民
の

願
い
が
反
映
さ
れ
た
か
。

 
　

見
直
し
で
は
、
風
連
中
央
小

改
築
、
大
学
の
新
学
科
設
置
、
未

就
学
児
医
療
費
及
び
小
学
生
の
入

院
無
料
化
の
継
続
、
温
泉
施
設
の

調
査
等
約　

億
円
追
加
し
た
。
雪

20

対
策
で
は
高
齢
者
が 
辛 
い
思
い
を

つ
ら

し
て
住
む
こ
と
の
大
変
さ
は
理
解

す
る
が
、
人
材
、
重
機
、
財
政
等

少
し
ず
つ
改
善
す
る
し
か
な
い
。

 
　

制
定
の
意
義
、
効
果
と
し
て

施
策
の
実
行
を
高
め
る
根
拠
と

な
る 

施
策
を
継
続
的
に
で
き

る 

市
民
全
体
で
方
向
性
の
共

有
化
で
き
る
。
子
ど
も
の
支
援
や

保
護
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体

で
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

名
寄
市
の
積
極
的
取
り
組
み
を
求

問答問

熊　

谷　

吉　

正 
議
員

市
民
連
合
・
凛
風
会

め
る
。

 
　
　

年
国
連
総
会
で
「
児
童
の

89

権
利
に
関
す
る
条
約
」
が
採
択
さ

れ
、
生
き
る
、
育
つ
、
守
ら
れ
る
、

参
加
す
る
四
つ
の
権
利
を
行
使
す

る
主
体
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
名

寄
市
で
も
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
で
そ
の
具
現
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
現
在
策
定
中
の
「
子
ど

も
子
育
て
支
援
計
画
」
の
一
項
に

子
ど
も
の
権
利
を
入
れ
た
い
。

他
の
質
問
・
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
の
今
後
の
取
り
組
み
・
町

内
会
活
動
の
活
性
化
と
支
援

答

一 般 質 問

除排雪の抜本的対策で住みやすく

住民の声で議会の活性化を !!

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か！

定例会は 3月・6月・9月・12月の年 4回、また、臨時会も必要に応じて開催されます。

�議場での音声を鮮明に聴くため、携帯型受信機を用意しています。

�問い合わせは議会事務局（� 01654-3-2111）へお申し出ください。

後
期
計
画
と
大
雪
対
策
は

子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
を
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委員会活動をお知らせします

　

委
員
会
は　

月
２
日
、　

月
７

10

11

日
、　

日
に
開
催
し
、
最
初
に

20

名
寄
市
自
治
基
本
条
例
に
つ
い

て 

名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

条
例
の
改
正
に
つ
い
て 

風
連

歴
史
民
族
資
料
館
の
冬
期
休
館
に

つ
い
て 

な
よ
ろ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い

て 

名
寄
市
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

き
の
実
施
結
果
に
つ
い
て 

市

民
ホ
ー
ル
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
審
査
し
ま
し
た
。
ま

た
、
付
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
名
寄

市
文
化
芸
術
振
興
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
全
員
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
会
は　

月　

日
、　

月　

11

21

12

22

日
に
開
催
。　

月
に
行
わ
れ
た
委

11

員
会
で
は
、
主
に
市
立
総
合
病
院

の
駐
車
場
供
用
開
始
予
定
や
会
計

状
況
等
、
そ
の
ほ
か
平
成　

年
度

27

か
ら
の
各
種
団
体
借
り
上
げ
バ
ス

の
単
価
変
更
に
つ
い
て
は
、
旭
川

ま
で
の
上
げ
幅
は
千
円
以
内
、
札

幌
な
ど
は
１
万
２
千
円
前
後
ア
ッ

プ
に
な
る
が
、
３
ヵ
月
を
か
け
段

階
的
に
行
う
等
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。　

月
の
委
員
会
は
、
平
成

12

　

年
度
第
４
回
定
例
会
で
付
託
さ

26れ
た
名
寄
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
包
括
的
支
援
事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
と
名
寄
市

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

　

委
員
会
は　

月　

日
に
開
催
。

11

17

議
題
は
建
設
水
道
部
で

平
成　
26

年
度
道
路
除
排
雪
実
施
計
画 

北
海
道
の
都
市
再
生
に
向
け
た
モ

デ
ル
都
市
協
力
業
務 

市
道
廃

止
認
定 

一
般
会
計
補
正
予
算

案
（
第
６
号
）

市
道
で
発
生
し

た
事
故
の
専
決
処
分 

名
寄
市

簡
易
水
道
事
業
条
例
の
一
部
改
正

（
智
恵
文
地
区
の
給
水
人
口
の
減

に
伴
う
も
の
）

名
寄
市
水
道
事

業
補
正
予
算
案
（
第
２
号
）

名

寄
市
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
道
水
の
経

過
と
今
後
の
扱
い
に
つ
い
て
。

　

経
済
部
で
は

日
進
地
区
再
整

備
基
本
構
想 

名
寄
市
新
規
就

農
者
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正 

木
材
需
要
拡
大
セ
ン
タ
ー

（
親
林
館
）
の
用
途
変
更 

名
寄

振
興
公
社
上
半
期
の
経
営
状
況 

　

第　

回
委
員
会
以
降
、
３
回
の

19

委
員
会
を
開
催
し
、
議
会
運
営
等

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
開
催
の
第　

回
委
員

10

21

19

会
で
は
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
議

会
提
出
条
例
案
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
が
、
委
員
会
の
任
務
外
と

い
う
指
摘
が
あ
り
、
以
後
の
協
議

を
各
会
派
に
委
ね
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
第　

回
委
員
会
、
同　

回

20

21

委
員
会
は　

月　

日
、　

月　

日

11

25

12

17

に
開
催
し
、
平
成　

年
第
４
回
定

26

例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
協
議
。

そ
の
結
果
、
日
程
を　

月　

日
か

11

28

ら　

月　

日
ま
で
の　

日
間
と
し
、

12

19

22

　

日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
る
一
般

17質
問
に
は　

人
の
登
壇
を
確
認
し

11

ま
し
た
。

　

一
方
、
上
程
議
案
は
追
加
を
含

め　

件
、
報
告
３
件
。
意
見
書
は

43
４
件
を
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
提

出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
病
気
療
養
中
の
植
松
正

一
議
員
が
欠
席　

日
に
達
し
た
た

90

め
、
報
酬
削
減
条
例
を
適
用
し　
20

％
削
減
と
す
る
こ
と
を
確
認
。
定

数
削
減
に
伴
う
３
常
任
委
員
会
等

の
定
数
は
次
回
協
議
と
し
ま
し
た
。

米
の
出
荷

状
況 

地

域
お
こ
し

協
力
隊
の

経
過
に
つ

い
て
、
説

明
を
受
け

審
議
し
ま

し
た
。

関
す
る

基
準
等

を
定
め

る
条
例

に
つ
い

て
審
査

し
ま
し

た
。

冬の生活に欠かせない除排雪作業

名寄市文化芸術振興条例で
市民の芸術文化を支援する

 完成した市立総合病院駐車場
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第４回定例会で次の意見書を提出することに決定しました。（要望概要）
☆日ロフェリー定期航路の存続に関する意見書

　北海道とサハリン州との 善  隣 友好関係の強化や、 互  恵 的協力の拡大は「地域の未来」そのもので
ぜん りん ご けい

あり、同航路の運航存続に向け、国及び北海道に対し、日ロフェリー定期航路の存続に向けた支援

を図られるよう、強く要望するものです。

☆難病や小児慢性特定 疾  病 の患者の自己負担の見直しを求める意見書
しっ ぺい

　原因がわからず効果的な治療法がない難病と小児がんなど子どもの慢性疾病患者は、医療費以外

にも交通費や衛生材料費用等を長期にわたって負担しなければならないことが多く、自己負担増に

よる受診抑制の懸念があるため、患者の自己負担を見直すよう強く求めるものです。

☆旭川台北国際定期航空便の存続に関する意見書

　旭川と 台  北 を結ぶ国際航空定期便の運休が明らかになり、このことは道北観光に大きな影響を与
たい ぺい

えることは必至です。台湾との友好親善、道北地域への交流人口増加による経済効果の促進から旭

川台北の国際航空定期便の存続を強く要望するものです。

☆ 40人学級再開検討に反対する意見書

　財務省が提示した公立小学校1年生で導入されている35人学級を40人学級に戻す方針について、

特に小学校低学年はきめ細かな手当が必要な時期であることから、学級規模について政府は教育予

算を引き上げ、国際的な 35人以下学級を他学年にも拡大するよう求めるものです。

　森林・林業・林産業活性化推進名寄市議員連

盟（植松正一会長）では、新たなエネルギー源

として注目されている木質バイオマスについ

て研修しました。

　上川総合振興局北部森林室より及川室長他２

名の講師を迎え、造材事業から発生する未利用

木材の有効利用や森林の持つ機能の大切さを

林活議連で研修会（10月 20日）

議 会 ス ナ ッ プ

学び、地球規模の環境

保全と新エネルギーを

見据えたまちづくりに

気持ちを新たにしまし

た。

　両市議会での初の合同研修会が、上川総合振

興局の加納地域政策部長を講師に迎えて開催

されました。北・北海道中央圏域定住自立圏構

想では名寄市と士別市の複眼型による広域連

携で推進されることから、両市議会において共

通認識を持つことを目的に開催されたものです。

　加納部長から「人口減少問題の対応につい

て」と題した講演をいただき、これからのまち

づくりについての認識を深めました。また、研

修終了後には次年度からも広域連携を視野に

入れた共同事業を継続して開催していくこと

が確認されました。

士別市議会と合同研修（11月 26日）
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編

集

後

記

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
清
覧
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

　

年
第
４
回
定
例
会
議
会
報
を
お
届
け
し

26ま
す
。
今
定
例
会
は　

月　

日
ま
で
開
か

12

19

れ
ま
し
た
の
で
一
カ
月
遅
れ
の
お
届
け
で

す
▼
定
例
会
で
は
、
名
寄
大
学
短
期
大
学

部
の
四
大
化
に
向
け
た
調
査
特
別
委
員
会

で
の
財
政
面
や
地
域
へ
の
貢
献
度
な
ど
の

調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

（
仮
）市
民
ホ
ー
ル
建
設
に
関
わ
っ
て
追
加

予
算
の
審
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
▼
一
般
質

問
に
は　

名
が
登
壇
。
除
雪
の
問
題
や
ス

11

ポ
ー
ツ
振
興
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

い
て
、
農
業
問
題
な
ど
市
の
考
え
を 
質 
し

た
だ

ま
し
た
▼
議
員
は
質
問
す
る
こ
と
で
、
負

託
を
受
け
た
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
議
員
の
質
問

名寄市西3条南5丁目　 辛  島 　 俊  英 
から しま とし ひで

　名寄に住み始めて早いもの

で4年が 経 とうとしています。
た

大切にしたいこと

名寄市字智恵文11線南2番地　 北  野 　 裕  介 
きた の ゆう すけ

　大学を卒業後、智恵文に戻

り就農してはや9年が過ぎま

した。

　我が家の仕事にも当然力を入れているのです

が、私が特に大切にしてきたもの、それは“人

とのつながり”です。

　JA道北なよろ青年部として、産業まつりや

「てっし」まつりなどにも参加していますが、近

年、他団体との交流が増え、名寄青年会議所や

商工会議所青年部などの団体の皆さんとかかわ

りを持つことが多くなってきました。

　なかなか農業をやっていると仲間内だけで内

向きな活動が増えていってしまいがちですが、

これからの名寄市を 担 う人たちが職種の 枠 を超
にな わく

えて交流できるというのは、自分にとっても大

変貴重な財産にもなると思っています。

　これからも職種に関係なく、お互いに理解し

合い、この名寄を盛り上げて街づくりに積極的

その間、名寄ローターアクトクラブに入会し、

2年前からは会長を務めさせていただいており

ます。

　現在、ローターアクトクラブは 18歳から 30

歳までの若者8名で活動をしています。主な活

動としては市内公園ペンキ塗り、チャリティー

行事の他、雪像コンテスト、てっし祭り、ふれ

あい広場等のお手伝いとして参加させていただ

いています。会員は少数ですが、地域社会の役

に立つべく積極的に取り組んでいます。

　入会当時を振り返ると会長まで任されるとは

思いませんでしたが、おかげさまでさまざまな

出会い、貴重な体験をさせていただいています。

を
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そ
し
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率
直
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意
見
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い
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だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。　
　
 
（
幸
）

ローターアクトクラブに
参加して

　このような機会を与え

てくれた会員をはじめ、

ローターアクトクラブを

支えてくださる方々に感

謝の気持ちで一杯です。

　今後も未熟ながら努力

していく所存です。

に参加し、そして子ども

たちが私のように、また

ここに帰ってきたいと思

われるような活動をこれ

からもしていきます。


